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審議会等の会議結果報告書 

【担当課】 生涯学習課 

会 議 の 名 称 令和６年度 第３回茅野市社会教育委員の会議 

開 催 日 時 令和６年１０月８日（火）午後２時００分～午後４時００分 

開 催 場 所 青少年自然の森 会議室 

出 席 者 

矢崎美知子委員（委員長）、大作公明委員（副委員長）、揚張祐子委員、小口

直喜委員、竹内郁子委員、宮坂章委員、矢崎智義委員 

 

上田生涯学習部長、矢嶋生涯学習課長、武居生涯学習係長、神近生涯学習係

主任、木川中央公民館長、両角教育係長、伊藤図書館長、小池文化財課長、

柳川文化財係長、山科尖石縄文考古館係長、両角八ヶ岳総合博物館長、正木

博物館係長、河西スポーツ健康課長、松田スポーツ健康係長 

欠 席 者 市川純章委員、小林俊男委員 

公開・非公開

の 別 
公開 ・ 非公開 傍 聴 者 の 数 ０ 人 

議題及び会議結果 

発言者 協議内容・発言内容（概要） 
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委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 開会 

 

２ 委員長あいさつ 

 今日は尖石縄文考古館ということで、晴れたらいいなと思っておりました

が雨で残念です。 

本日は、お足元の悪い中またお忙しい中、会議に出席していただきありが

とうございます。１時間ほどここで会議をしていただきそのあと、尖石縄文

考古館の説明案内をしていただけるということで、館長さんお世話になりま

すが、よろしくお願いいたします。 

それでは皆さん、議事の進行がスムーズにいきますようご協力をよろしく

お願いいたします。 

 

３ 審議会の公開について 

（事務局から説明を行う。） 

 

非公開基準に該当する項目はないため、当会議を公開とし、議事録に関し

ては、委員名を表示せずにホームページで公開することでよろしいでしょう

か。 

 

（承認） 

 

４ 会議事項 

（１）茅野市社会教育推進計画の進捗状況について 

（資料に基づき、事務局から説明を行う。） 
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生涯学習部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

生涯学習部長 

 

委員 

 

 

 

生涯学習部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各施設に県外から来ていただけることは本当にありがたい。市民の来館者

を増やしたいと話がありましたが、考え方として市民以外の方々の来館を伸

ばす方がいいと思います。 

市民が少ないということをマイナスに見るのではなく、県外者が増えてい

ることはむしろプラスと考えプラスの方を伸ばした方が、組織も人もいいの

かな、そこに力を入れた方が、茅野市のためになると思います。 

 

市外或いは圏域外からお越しいただくことはありがたいことで、茅野市の

社会教育施設にしてみれば、大変いい状況なのかなと感じています。そうい

ったことも含め、さらに市民の皆さんに縄文の歴史、或いは博物館にある今

までの歴史などを知っていただくことにより、この茅野市に対する愛着を深

めていただくことも重要であると捉えています。 

特に縄文プロジェクトを所管していますが、縄文を生かした人づくりに力

を入れていきたい。それによるまちづくりにつなげていくところを１つのコ

ンセプトに挙げているものですから、より市民の皆様に知っていただくこと

に力を入れていきたい。 

決して圏域以外のところへ目を向けていないということではなく、その強

みを生かしつつ、市民の皆様にも知っていただく。そういったことによる人

づくりからまちづくりにつなげていく取組を行っていきたいと考えていま

す。 

 

（２）公共施設の統廃合及び使用料等について 

（資料に基づき、事務局から説明を行う。） 

 

値上げ幅とかそれぞれの施設等で、検討し方針を出されたので、市民の方

に理解いただけると思いますが、集めた使用料の使い方も考えていただきた

い。また施設のお金になるのですか。 

 

基本的にはそうです。 

 

市民団体にとって、マイナスです。例えば週３回の活動を１回にしようと

か、市にとってどうなのか。また、使用料を改定して、どのぐらいの予算が

浮くのかお聞きしたい。 

 

現在、各施設の使用料の見直しを関係団体等でご説明させていただきなが

ら検討を進めているところです。本日、ご説明させていただいた金額につい

ても、これで決定ではなく今後も何らかの変化があると考えています。 

当初、この行財政改革を進める上で使用料を算定させていただいたとこ

ろ、市全体で約６千万円の収入増に繋がるという説明があったと思います。

しかしながらその後、使用料の見直しをし、縮小してきていますので、金額

は、おそらく下になると感じています。 

それと使用料金を上げることにより、市民にマイナスになるのではとのお

話ですが、確かに活動の時間ですとか、５回を３回にするとか、そういった

ことを検討されていく団体があることも予想されておりますが、他に何か担
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生涯学習部長 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

副委員長 

 

 

保できるような住民サービスへの取組を考えていかなければいけないと考

えています。例えば使用料の収入に伴い照明施設を LED 化して、環境に優し

くしていく、気温が高くなってきているので冷房施設を充実させていくと

か、そういった住民サービスに繋がるように担保していくことを１つ考えら

れると思っています。 

 

今現在、各施設で使用団体と話していると思うが、最初の予定より使用料

が落ちているのか。 

 

特にスポーツ施設については、最初の算定式に沿った形だと高いというこ

とで、市場価格を考慮して下げてきているところはありますが、その他の施

設について大幅に減額していくという話はあまり聞いていないです。 

 

多分３、４千万円ぐらいの効果と思うが、それだけのために市民が普段使

う回数を減らすのは、逆に市民にとってマイナスではないかという気がしま

す。 

 

（３）尖石縄文考古館の現況について 

（資料及び現場を確認しながら事務局から説明を行う。） 

 

５ その他 

（協議事項なし） 

 

６ 閉会 

それでは以上をもちまして、令和６年度第３回茅野市社会教育委員の会議

を閉会といたします。 

 

～午後４時００分 会議終了～  


